






要約:親子関係の障害などが関与する小児疾病を医学・家庭社会病理の視点から分担研究

した。被虐待児予防対策として虐待ハイリスクの保健指導の方法、効果および医療機関に

必要な虐待予防機能を検討した。小児心身症の診断基準を検討し、9 専門医療機関での実

態、対応の現状を分析した。学習障害の定義を明かにし、中枢神経障害の知見の問題点、

対応方法として神経心理診断と個別指導を検討した。病児をもつ家庭のきょうだいへの影

響、親への心理・経済・社会的影響を調査した。


